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第５期竹島問題研究会設置要綱 
 

（設置） 

第１条 竹島問題に関する客観的な研究を深め、国民世論啓発に資するため、第５期竹

島問題研究会（以下「研究会」という。）を設置する。 

 

（活動内容） 

第２条 研究会は、次に掲げる研究活動を行う。 

一 竹島問題に関する客観的な研究 

 二 竹島学習の推進のための検討 

三 研究成果のとりまとめと県内外への発信 

四 竹島問題啓発資料の作成 

  五 その他研究会が必要と認める活動 

 

（研究委員） 

第３条 研究会の委員は別表のとおりとする。 

 

（組織） 

第４条 研究会に座長を置き、委員の互選により選出する。 

２ 座長は研究会を総理する。 

３ 研究会の会議は、座長が招集し、議長となる。 

４ 研究会に座長を補佐するため、副座長を置く。副座長は、座長が指名する。 

 

（分科会） 

第５条 研究会に専門の事項を調査検討するための分科会を設置することができる。 

２ 分科会の設置及び調査検討事項は、座長が会議に諮って定める。 

３ 分科会は、座長が指定する委員及び必要に応じ知事が委嘱する専門委員をもって構

成する。 

４ 分科会に分科会長を置き、座長の指名により定める。 

５ 分科会は、分科会長が招集し、これを主宰する。 

６ 分科会は、座長から付託された事項を調査検討し、その結果を研究会に報告する。 
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（庶務） 

第６条 研究会の庶務は、総務部総務課において処理する。 

 

（運営） 

第７条 研究会の運営は、座長が研究会に諮って定める。 

 

   附 則 

 この要綱は、令和３年１０月２１日から施行する。 
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別 表 

 

阿川 美和 雲南市立三刀屋中学校 教頭 

井手 弘人 長崎大学教育学部 准教授 

伊藤 尚史 島根県立出雲高等学校 教頭 

伊藤由実子 島根県立飯南高等学校 主幹教諭 

植田  道 松江市立義務教育学校八束学園 教頭 

内田 文恵 元松江市歴史まちづくり部資料編纂課 主任編纂官 

佐々木 茂 島根県竹島問題研究顧問、島根大学 非常勤講師 

下條 正男 島根県竹島問題研究特別顧問、島根県立大学 客員教授 

塚本  孝 島根県竹島問題研究顧問、元東海大学法学部 教授 

永島 広紀 九州大学韓国研究センター 教授・副センター長 

中野 徹也 関西大学法学部 教授 

藤井 賢二 島根県竹島問題研究顧問、日本安全保障戦略研究所 研究員 

升田  優 島根県竹島問題研究顧問 

松浦 正伸 福山市立大学 准教授 
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